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診断による関節内尿酸塩結晶沈着

の検討
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末期腎不全（ESRD)患者の痛風発作は
透析導入後に減少する

(Ohno I et al :Intern Med 44:706,2005)
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輝度エコー 微小痛風結節

基節骨
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対象
維持透析患者30例（63.1±11.3歳、男26：女4）

男/女（人）

年齢（歳）

透析歴（年）

血清尿酸値
（mg/dl）

尿酸降下薬
服用有り（人）

透析導入後
発作有り（人）

痛風発作歴（＋）

15/1

63.5±9.7

7.1±8.1

8.5±1.1

7（43.7%）
ｱﾛﾌﾟﾘﾉｰﾙ 6

ﾍﾞﾝｽﾞﾌﾞﾛﾏﾛﾝ 1

4（25%）

痛風発作歴（－）

11/3

62.6±13.2

8.3±5.6

8.3±0.9

5（35.7%）
ｱﾛﾌﾟﾘﾉｰﾙ 5

0（0%）

P値

0.41#1

0.32#1

0.24#1

0.47#2

#1：t検定、痛風発作歴(+) 対 痛風発作歴(-)

#2：χ2検定、痛風発作歴(+) 対 痛風発作歴(-)
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透析歴
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結果

double contour sing（＋）

微小痛風結節（＋）

痛風発作歴（＋）
16例

6（37.5%）

7（43.8%）

痛風発作歴（－）
14例

1（7.1%）

2（14.2%）

P値

0.06#2

0.086#2

#2：χ2検定、痛風発作歴(+) 対 痛風発作歴(-)



考察

透析導入後にも、発作を起こしたのは、4例（3.1％）と低
率であった。この4例には、尿酸塩結晶沈着が見られた。

導入後に発作を起こさなくなった12例のなかで、5例は
尿酸塩結晶が見られなかったことから、発作を起こさな
い要因として体内尿酸ﾌﾟｰﾙの減少が推察された。

しかし、尿酸塩結晶が存在しているにもかかわらず、痛
風発作は起こしていない7例では、その原因として、尿
酸塩結晶に対する単球、マクロファージ、多核白血球
などの反応性の低下が考えられるが、さらなる検討が
必要である。


